
(57)【要約】

【課題】溶接や削孔作業を極力減少させることが出来、

構造が簡単で、施工も容易な柱梁接合構造体の提供。

【解決手段】柱２及び柱上に構築される鋼製の梁１０を

、接合部９を介して接合した柱梁接合構造体１において

、柱は、本体３を有し、本体は、垂直方向に構築された

複数の鋼管柱５及びそれら鋼管柱の少なくとも外側に打

設されたコンクリート７からなる。鋼管柱は、その上端

部５ｃが接合部内に嵌入配置されており、接合部は、梁

を構成する部材１２、１３Ａ、１３Ｂが型枠部材を兼用

してコンクリート打設空間９ｃを形成しており、コンク

リート打設空間には、コンクリート７が、鋼管柱の上端

部５ｃと型枠兼用部材を一体化する形で打設充填されて

いる。柱と梁の接続部での接続は、鋼管柱５を介して行

われることとなり、従来のように柱の鉄筋と梁との間の

接続に伴う、溶接や削孔作業を大幅に減らすことが出来

る。

【選択図】　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
柱 及 び 該 柱 上 に 構 築 さ れ る 鋼 製 の 梁 を 、 接 合 部 を 介 し て 接 合 し た 柱 梁 接 合 構 造 体 に お い て
、
前 記 柱 は 、 本 体 を 有 し 、 該 本 体 は 、 垂 直 方 向 に 構 築 さ れ た 複 数 の 鋼 管 柱 及 び そ れ ら 鋼 管 柱
の 少 な く と も 外 側 に 打 設 さ れ た コ ン ク リ ー ト か ら 構 築 さ れ て お り 、
前 記 鋼 管 柱 は 、 そ の 上 端 部 が 前 記 接 合 部 内 に 嵌 入 配 置 さ れ て お り 、
前 記 接 合 部 は 、 前 記 梁 を 構 成 す る 部 材 を 型 枠 部 材 と し て コ ン ク リ ー ト 打 設 空 間 が 形 成 さ れ
て お り 、
前 記 コ ン ク リ ー ト 打 設 空 間 に は 、 コ ン ク リ ー ト が 、 前 記 鋼 管 柱 の 上 端 部 と 前 記 型 枠 部 材 を
一 体 化 す る 形 で 打 設 充 填 さ れ て い る 、
柱 梁 接 合 構 造 体 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 柱 は 、 橋 脚 で あ り 、 前 記 梁 は 、 橋 桁 で あ る 、 請 求 項 １ 記 載 の 柱 梁 接 合 構 造 体 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 梁 に は 切 り 欠 き が 、 前 記 接 合 部 内 に 位 置 す る 形 で 配 置 形 成 さ れ て お り 、
前 記 切 り 欠 き に は 、 前 記 鋼 管 柱 の 上 端 部 が 嵌 入 係 合 し て い る 、
請 求 項 １ 記 載 の 柱 梁 接 合 構 造 体 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 複 数 の 鋼 管 柱 の う ち 、 少 な く と も １ 本 の 鋼 管 柱 は 、 前 記 先 端 部 が 他 の 鋼 管 柱 よ り も 短
く 形 成 さ れ て お り 、
該 短 く 形 成 さ れ た 鋼 管 柱 の 先 端 部 と 、 前 記 梁 は 、 該 梁 の 下 面 で 接 合 さ れ て い る 、
請 求 項 １ 記 載 の 柱 梁 接 合 構 造 体 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 梁 は 、 複 数 の 桁 部 材 と そ れ ら 桁 部 材 を 接 続 す る 形 で 設 け ら れ た 複 数 の 補 強 梁 部 材 を 有
し て お り 、
前 記 型 枠 部 材 は 、 前 記 桁 部 材 と 補 強 梁 部 材 か ら 形 成 さ れ て い る 、
請 求 項 １ 記 載 の 柱 梁 接 合 構 造 体 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 梁 は 、 複 数 の 桁 部 材 を 有 し て お り 、 前 記 切 り 欠 き は 、 前 記 桁 部 材 に 形 成 さ れ て い る 、
請 求 項 ３ 記 載 の 柱 梁 接 合 構 造 体 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 梁 は 、 複 数 の 桁 部 材 を 有 し て お り 、
前 記 短 く 形 成 さ れ た 鋼 管 柱 の 先 端 部 は 、 前 記 桁 部 材 の 下 面 で 接 合 さ れ て い る 、
請 求 項 ４ 記 載 の 柱 梁 接 合 構 造 体 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 切 り 欠 き に は 、 前 記 鋼 管 柱 の 上 端 部 を 受 け 入 れ 可 能 な 鋼 管 挿 入 支 持 部 が 形 成 さ れ て お
り 、
該 鋼 管 挿 入 支 持 部 を 介 し て 、 前 記 梁 を 、 前 記 柱 上 に 載 置 し 得 る よ う に し て 構 成 し た 、 請 求
項 ３ 記 載 の 柱 梁 接 合 構 造 体 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 柱 梁 接 合 構 造 体 に 関 わ り 、 特 に 、 鉄 筋 な ど に よ る 補 強 材 を 用 い た 補 強 コ ン ク リ
ー ト 製 の 橋 脚 と 鋼 製 の 上 部 工 か ら な る 構 造 体 に 適 用 す る に 好 適 な 柱 梁 接 合 構 造 体 に 関 す る
。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 技 術 】
従 来 、 柱 部 材 と し て の 橋 脚 と 、 梁 部 材 と し て の 橋 桁 （ 上 部 工 ） な ど の 梁 部 材 か ら な る 、 柱
梁 接 合 構 造 体 に お い て は 、 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト の 橋 脚 を 鋼 製 の 上 部 工 と 剛 結 接 合 さ せ る こ と
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に よ り 、 複 合 ラ ー メ ン 構 造 と な っ て い た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し 、 最 近 の よ う に 、 橋 脚 が 大 型 化 し て く る と 、 そ れ に 使 用 さ れ る 鉄 筋 の 数 が 増 大 す る
ば か り か 、 そ の 径 も 大 径 化 し て き て い る 。 こ う し た 橋 脚 を 鋼 製 の 上 部 工 （ 梁 や 桁 ） と 接 合
す る に は 、 大 量 の 溶 接 作 業 や 上 部 工 を 構 成 す る 鋼 材 へ の 削 孔 作 業 が 発 生 し 、 施 工 が き わ め
て 煩 雑 と な る ば か り か 、 工 期 が 長 く な り 、 コ ス ト 高 と な る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
本 発 明 は 、 上 記 し た 事 情 に 鑑 み 、 溶 接 や 削 孔 作 業 を 極 力 減 少 さ せ る こ と が 出 来 、 構 造 が 簡
単 で 、 施 工 も 容 易 な 柱 梁 接 合 構 造 体 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
請 求 項 １ の 発 明 は 、 柱 （ ２ ） 及 び 該 柱 上 に 構 築 さ れ る 鋼 製 の 梁 （ １ ０ ） を 、 接 合 部 （ ９ ）
を 介 し て 接 合 し た 柱 梁 接 合 構 造 体 （ １ ） に お い て 、
前 記 柱 は 、 本 体 （ ３ ） を 有 し 、 該 本 体 は 、 垂 直 方 向 に 構 築 さ れ た 複 数 の 鋼 管 柱 （ ５ ） 及 び
そ れ ら 鋼 管 柱 の 少 な く と も 外 側 に 打 設 さ れ た コ ン ク リ ー ト （ ７ ） か ら 構 築 さ れ て お り 、
前 記 鋼 管 柱 は 、 そ の 上 端 部 （ ５ ｃ ） が 前 記 接 合 部 内 に 嵌 入 配 置 さ れ て お り 、 前 記 接 合 部 は
、 前 記 梁 を 構 成 す る 部 材 （ １ ２ 、 １ ３ Ａ 、 １ ３ Ｂ ） を 型 枠 部 材 と し て コ ン ク リ ー ト 打 設 空
間 （ ９ ｃ ） が 形 成 さ れ て お り 、
前 記 コ ン ク リ ー ト 打 設 空 間 に は 、 コ ン ク リ ー ト （ ７ ） が 、 前 記 鋼 管 柱 の 上 端 部 （ ５ ｃ ） と
前 記 型 枠 部 材 を 一 体 化 す る 形 で 打 設 充 填 さ れ て 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
請 求 項 ２ の 発 明 は 、 前 記 柱 は 、 橋 脚 （ ２ ） で あ り 、 前 記 梁 は 、 橋 桁 （ １ ０ ） で あ る こ と を
特 徴 と し て 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
請 求 項 ３ の 発 明 は 、 前 記 梁 に は 切 り 欠 き （ １ １ ） が 、 前 記 接 合 部 （ ９ ） 内 に 位 置 す る 形 で
配 置 形 成 さ れ て お り 、
前 記 切 り 欠 き に は 、 前 記 鋼 管 柱 の 上 端 部 が 嵌 入 係 合 し て 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
請 求 項 ４ の 発 明 は 、 前 記 複 数 の 鋼 管 柱 の う ち 、 少 な く と も １ 本 の 鋼 管 柱 （ ５ Ａ ） は 、 前 記
先 端 部 （ ５ ｃ ） が 他 の 鋼 管 柱 よ り も 短 く 形 成 さ れ て お り 、
該 短 く 形 成 さ れ た 鋼 管 柱 の 先 端 部 と 、 前 記 梁 は 、 該 梁 の 下 面 （ １ ２ ａ ） で 接 合 さ れ て 構 成
さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
請 求 項 ５ の 発 明 は 、 前 記 梁 は 、 複 数 の 桁 部 材 （ １ ２ ） と そ れ ら 桁 部 材 を 接 続 す る 形 で 設 け
ら れ た 複 数 の 補 強 梁 部 材 （ １ ３ ） を 有 し て お り 、
前 記 型 枠 部 材 は 、 前 記 桁 部 材 と 補 強 梁 部 材 か ら 形 成 さ れ て 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
請 求 項 ６ の 発 明 は 、 請 求 項 ３ 記 載 の 柱 梁 接 合 構 造 体 に お い て 、 前 記 梁 は 、 複 数 の 桁 部 材 （
１ ２ ） を 有 し て お り 、 前 記 切 り 欠 き （ １ １ ） は 、 前 記 桁 部 材 に 形 成 さ れ て 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
請 求 項 ７ の 発 明 は 、 請 求 項 ４ 記 載 の 柱 梁 接 合 構 造 体 に お い て 、 前 記 梁 は 、 複 数 の 桁 部 材 （
１ ２ ） を 有 し て お り 、
前 記 短 く 形 成 さ れ た 鋼 管 柱 の 先 端 部 は 、 前 記 桁 部 材 の 下 面 （ １ ２ ａ ） で 接 合 さ れ て 構 成 さ
れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
請 求 項 ８ は 、 請 求 項 ３ 記 載 の 柱 梁 接 合 構 造 体 に お い て 、 前 記 切 り 欠 き に は 、 前 記 鋼 管 柱 （
５ ） の 上 端 部 （ ５ ｃ ） を 受 け 入 れ 可 能 な 鋼 管 挿 入 支 持 部 （ １ ０ ａ ） が 形 成 さ れ て お り 、
該 鋼 管 挿 入 支 持 部 を 介 し て 、 前 記 梁 を 、 前 記 柱 上 に 載 置 し 得 る よ う に し て 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
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【 発 明 の 効 果 】
請 求 項 １ の 発 明 に よ れ ば 、 柱 （ ２ ） に 複 数 の 鋼 管 柱 （ ５ ） が 設 け ら れ る の で 、 柱 と 梁 の 接
合 部 で の 接 続 は 、 そ れ ら 鋼 管 柱 （ ５ ） と の 間 で 行 わ れ る こ と と な り 、 従 来 の よ う に 柱 の 鉄
筋 と 梁 と の 間 の 接 続 に 伴 う 、 溶 接 や 削 孔 作 業 を 大 幅 に 減 ら す こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
ま た 、 梁 を 構 成 す る 部 材 （ １ ２ 、 １ ３ Ａ 、 １ ３ Ｂ ） を 型 枠 部 材 と し て コ ン ク リ ー ト 打 設 空
間 （ ９ ｃ ） が 形 成 さ れ て い る の で 、 型 枠 を 構 築 す る 手 間 と 脱 型 の 手 間 が な く な り 、 工 期 を
大 幅 に 短 縮 す る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
請 求 項 ２ の 発 明 に よ れ ば 、 橋 脚 と 橋 桁 の 構 築 作 業 を 、 大 幅 に 簡 略 化 し て 、 工 期 の 短 縮 に 寄
与 す る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
請 求 項 ３ の 発 明 に よ れ ば 、 切 り 欠 き （ １ １ ） に よ り 、 梁 と 柱 を 構 成 す る 構 造 部 材 間 の 干 渉
を 排 除 す る こ と が 出 来 、 円 滑 な 構 築 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
請 求 項 ４ の 発 明 に よ れ ば 、 短 く 形 成 さ れ た 鋼 管 柱 の 先 端 部 と 、 前 記 梁 は 、 該 梁 の 下 面 （ １
２ ａ ） で 接 合 さ る の で 、 梁 に 断 面 欠 損 が 生 じ る こ と が な く 、 信 頼 性 が 高 い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
請 求 項 ５ の 発 明 に よ れ ば 、 型 枠 部 材 は 、 前 記 桁 部 材 と 補 強 梁 部 材 か ら 形 成 さ れ る の で 、 型
枠 と し て 特 別 な 部 材 を 必 要 と せ ず 、 好 都 合 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
請 求 項 ６ の 発 明 に よ れ ば 、 桁 部 材 を 有 す る 梁 に も 効 果 的 に 適 用 す る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
請 求 項 ７ の 発 明 に よ れ ば 、 桁 部 材 の 下 面 を 利 用 し て 、 鋼 管 柱 （ ５ ） を 接 合 す る こ と が 出 来
る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
請 求 項 ８ の 発 明 に よ れ ば 、 鋼 管 挿 入 支 持 部 （ １ ０ ａ ） を 介 し て 、 梁 を 柱 上 に 仮 置 き す る こ
と が 出 来 、 柱 梁 の 接 合 作 業 を 、 仮 置 き さ れ た 梁 や 柱 の 上 部 を 利 用 し て 短 時 間 で 効 率 的 に 行
う こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
な お 、 括 弧 内 の 番 号 等 は 、 図 面 に お け る 対 応 す る 要 素 を 示 す 便 宜 的 な も の で あ り 、 従 っ て
、 本 記 述 は 図 面 上 の 記 載 に 限 定 拘 束 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
図 １ は 、 柱 梁 接 合 構 造 体 で あ る 橋 脚 と 橋 桁 か ら な る 橋 梁 の 一 例 を 示 す 正 面 図 、 図 ２ は 図 １
の 側 面 図 、 図 ３ は 、 図 ２ の 平 面 図 、 図 ４ は 、 橋 桁 の 接 合 部 部 分 を 示 す 側 面 図 、 図 ５ は 、 柱
梁 接 合 構 造 体 で あ る 橋 脚 と 橋 桁 か ら な る 橋 梁 の 別 の 例 を 示 す 正 面 図 、 図 ６ は 、 柱 梁 接 合 構
造 体 で あ る 橋 脚 と 橋 桁 か ら な る 橋 梁 の 更 に 別 の 例 を 示 す 平 面 図 、 図 ７ は 、 図 ６ の 正 面 図 、
図 ８ は 図 ７ の Ａ － Ａ 断 面 図 、 図 ９ は 、 図 ７ の Ｂ － Ｂ 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
柱 梁 接 合 構 造 体 １ は 、 図 １ 及 び 図 ２ に 示 す よ う に 、 図 示 し な い 地 盤 に 立 設 さ れ た 橋 脚 ２ を
有 し て お り 、 橋 脚 ２ は 、 柱 状 に 構 築 さ れ た 本 体 ３ を 有 し て い る 。 本 体 ３ は 、 ３ 本 の 鋼 管 柱
５ が ２ 列 配 置 で 垂 直 方 向 に 構 築 さ れ た 形 の 、 ６ 本 の 鋼 管 柱 ５ を 有 し て お り 、 各 鋼 管 柱 ５ の
外 周 部 に は 、 リ ブ ５ ｂ が 形 成 さ れ て い る 。 各 鋼 管 柱 ５ は 所 定 長 さ の リ ブ 付 き 鋼 管 ５ ａ を 、
図 中 上 下 方 向 に 直 列 に 接 続 し た 形 で 形 成 さ れ て お り 、 ま た 、 ６ 本 の 鋼 管 柱 ５ の 周 囲 に は 、
図 ２ に 示 す よ う に 、 帯 筋 ６ が 所 定 の 間 隔 で 上 下 方 向 に 巻 設 さ れ て い る （ 図 １ は 図 示 を 省 略
） 。 帯 筋 ６ の 内 側 に は 、 図 中 上 下 方 向 に 主 筋 （ 図 示 せ ず ） が 本 体 ３ を 貫 通 す る 形 で 配 置 さ
れ て お り 、 更 に 、 そ れ ら 鋼 管 柱 ５ の 間 と 帯 筋 ６ 及 び 主 筋 の 周 囲 に は 、 コ ン ク リ ー ト ７ が 打
設 さ れ て 、 本 体 ３ の 外 形 を 形 成 し て い る 。 な お 、 橋 脚 ２ を 構 成 す る 鋼 管 柱 ５ の 数 や 、 そ の
配 置 態 様 、 帯 筋 ６ や 主 筋 の 有 無 や 、 配 置 態 様 は 各 種 の 態 様 を 採 用 す る こ と が 出 来 る 。 な お
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、 本 体 ３ 内 の 主 筋 の 数 は 、 鋼 管 柱 ５ が コ ン ク リ ー ト の 補 強 部 材 と し て 作 用 す る の で 、 全 く
な い か 大 幅 に 少 な く す る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
本 体 ３ の 上 部 は 、 橋 脚 ２ と 上 部 工 で あ る 主 橋 桁 １ ０ が 接 合 さ れ る 接 合 部 ９ 内 に 、 そ の 鋼 管
柱 ５ の 上 端 を 嵌 入 さ せ る 形 で 形 成 さ れ て お り 、 ６ 本 の 鋼 管 柱 ５ の う ち 、 図 １ 左 右 方 向 に お
け る 中 央 部 の ２ 本 の 鋼 管 柱 ５ Ａ 、 ５ Ａ は 、 先 端 が 上 部 工 で あ る 主 橋 桁 １ ０ に 形 成 さ れ た 、
後 述 す る 鋼 管 挿 入 孔 １ ２ ｃ 、 １ ２ ｃ 及 び 切 り 欠 き １ １ 、 １ １ に 嵌 入 係 合 さ せ た 形 と な っ て
い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
主 橋 桁 １ ０ は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 床 板 （ 道 路 ） の 敷 設 方 向 で あ る 矢 印 Ｃ 、 Ｄ 方 向 に 、 所
定 長 さ に わ た り 伸 延 す る ３ 本 の 桁 １ ２ 、 １ ２ 、 １ ２ を 有 し て お り 、 各 桁 １ ２ は 、 断 面 が Ｉ
型 の 鋼 材 か ら 形 成 さ れ て い る 。 そ れ ら 桁 １ ２ 、 １ ２ 、 １ ２ 間 に は 、 鋼 製 の 補 強 梁 １ ３ が そ
れ ら 桁 １ ２ 間 を 接 続 す る 形 で 複 数 個 、 設 け ら れ て い る 。 主 橋 桁 １ ０ の 、 床 板 敷 設 方 向 に お
け る 図 中 中 央 部 に は 、 橋 脚 ２ と 上 部 工 が 接 合 さ れ る 接 合 部 ９ が 、 形 成 さ れ て お り 、 ３ 本 の
桁 １ ２ の う ち 、 図 中 中 央 の 桁 １ ２ Ａ の フ ラ ン ジ １ ２ ａ に は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 鋼 管 挿 入
孔 １ ２ ｃ 、 １ ２ ｃ が 穿 設 さ れ て い る 。 桁 １ ２ ａ の ウ エ ブ １ ２ ｂ 部 分 に は 、 当 該 鋼 管 挿 入 孔
１ ２ ｃ と 整 合 す る 形 で 、 既 に 述 べ た よ う に 、 ２ カ 所 の 切 り 欠 き １ １ 、 １ １ が 形 成 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
桁 １ ２ Ａ は 、 接 合 部 ９ に 対 応 す る 部 分 の フ ラ ン ジ １ ２ ａ が 、 そ の 幅 Ｗ １ を 、 他 の 部 分 よ り
も 大 き く す る 形 で 形 成 さ れ て お り 、 更 に 、 接 合 部 ９ の 周 囲 に は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 前 述
し た 補 強 梁 １ ３ Ａ 、 １ ３ Ｂ が 互 い に 対 向 す る 形 で 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
補 強 梁 １ ３ Ａ 、 １ ３ Ｂ は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 接 合 部 ９ の 外 殻 ９ ａ を 形 成 し て お り 、 各 補
強 梁 １ ３ Ａ 、 １ ３ Ｂ の 接 合 部 ９ の 外 周 側 に は 、 補 強 リ ブ １ ３ ａ が 、 床 板 （ 道 路 ） の 敷 設 方
向 に 対 し て 直 行 す る 方 向 （ 幅 方 向 ） で あ る 矢 印 Ｅ 、 Ｆ 方 向 に 多 数 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、
各 補 強 梁 １ ３ Ａ 、 １ ３ Ｂ の 接 合 部 ９ の 内 周 ９ ｂ 側 、 即 ち 、 コ ン ク リ ー ト ７ が 打 設 さ れ る 側
に は 、 打 設 さ れ る コ ン ク リ ー ト ７ と の 付 着 を 取 る た め の 、 ジ ベ ル な ど の 付 着 部 材 が 、 図 示
は し な い が 、 多 数 設 け ら れ て い る 。 な お 、 付 着 部 材 は 、 補 強 梁 １ ３ Ａ 、 １ ３ Ｂ ば か り で な
く 、 接 合 部 ９ の 内 周 ９ ｂ 側 と な る 、 図 ３ 上 下 に 位 置 す る 桁 １ ２ ， １ ２ 及 び 接 合 部 ９ 内 部 に
位 置 す る 桁 １ ２ Ａ の ウ エ ブ １ ２ ｂ 部 分 に も 、 図 示 は し な い が 、 多 数 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
接 合 部 ９ は 、 前 述 の 補 強 梁 １ ３ Ａ 、 １ ３ Ｂ 及 び 図 ３ 上 下 の 桁 １ ２ 、 １ ２ な ど の 主 橋 桁 １ ０
を 構 成 す る 部 材 に よ り 周 囲 を 囲 ま れ 、 そ れ ら 部 材 を 型 枠 と し て 兼 用 す る 形 で 、 内 部 に ほ ぼ
直 方 体 の コ ン ク リ ー ト 打 設 空 間 ９ ｃ を 形 成 し て お り 、 コ ン ク リ ー ト 打 設 空 間 ９ ｃ に は 、 図
２ に 示 す よ う に 、 橋 脚 ２ の 本 体 ３ の 上 端 部 ３ ａ か ら 所 定 の 高 さ Ｈ ま で コ ン ク リ ー ト ７ が 打
設 充 填 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
柱 梁 接 合 構 造 体 １ は 、 以 上 の よ う な 構 成 を 有 す る の で 、 橋 脚 ２ 上 に 、 上 部 工 で あ る 主 橋 桁
１ ０ を 接 続 構 築 す る に は 、 ま ず 、 橋 脚 ２ を 、 本 体 ３ の 上 端 部 ３ ａ ま で コ ン ク リ ー ト ７ を 打
設 し て 構 築 す る 。 こ の 状 態 で は 、 本 体 ３ の 上 端 部 ３ ａ か ら 、 ６ 本 の 鋼 管 柱 ５ の 先 端 部 ５ ｃ
が 所 定 長 さ Ｌ １ 、 図 ２ 上 方 に 突 出 し た 状 態 と な っ て い る 。 な お 、 コ ン ク リ ー ト ７ は 上 端 部
３ ａ よ り 低 い 位 置 ま で を 構 築 し 、 コ ン ク リ ー ト 打 設 空 間 ９ ｃ の 接 合 部 コ ン ク リ ー ト 打 設 時
に 上 端 部 ３ ａ ま で 充 填 構 築 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
次 に 、 床 板 敷 設 方 向 で あ る 矢 印 Ｃ 、 Ｄ 方 向 に 所 定 長 さ と な る よ う に 、 工 場 な ど で あ ら か じ
め 構 築 さ れ た 主 橋 桁 １ ０ を 、 図 １ 及 び 図 ２ 上 方 か ら ク レ ー ン な ど に よ り 吊 下 し 、 そ の 状 態
で 橋 脚 ２ に 向 け て 主 橋 桁 １ ０ を 降 下 移 動 さ せ 、 本 体 ３ の 鋼 管 柱 ５ を 、 主 橋 桁 １ ０ の 中 央 部
に 形 成 さ れ た 接 合 部 ９ 内 の コ ン ク リ ー ト 打 設 空 間 ９ ｃ 内 に 挿 入 さ せ る 。 こ の 際 、 鋼 管 柱 ５
の う ち 、 幅 方 向 で あ る 矢 印 Ｅ 、 Ｆ 方 向 に お け る 中 央 部 の 鋼 管 柱 ５ Ａ 、 ５ Ａ の 先 端 部 ５ ｃ を
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、 桁 １ ２ Ａ に 形 成 さ れ た 鋼 管 挿 入 孔 １ ２ ｃ 、 １ ２ ｃ 及 び 切 り 欠 き １ １ 、 １ １ に 嵌 入 係 合 さ
せ る 。 ６ 本 の 鋼 管 柱 ５ が 接 合 部 ９ 内 に 挿 入 さ れ た と こ ろ で 、 接 合 部 ９ 内 の コ ン ク リ ー ト 打
設 空 間 ９ ｃ に 、 コ ン ク リ ー ト ７ を 打 設 す る と 、 打 設 さ れ た コ ン ク リ ー ト ７ は 、 凝 固 後 に は
、 橋 脚 ２ の ６ 本 の 鋼 管 柱 ５ と 主 橋 桁 １ ０ を 、 接 合 部 ９ を 介 し て 剛 に 接 続 す る 形 と な る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
こ の 際 、 構 築 済 み の 橋 脚 本 体 ３ の 上 端 部 ３ ａ や 、 鋼 管 柱 ５ の 先 端 部 ５ ｃ を 足 場 や 仮 固 定 材
と し て 使 用 す る こ と が 出 来 る の で 、 主 橋 桁 １ ０ の 橋 脚 ２ へ の 載 置 作 業 を 容 易 か つ 確 実 に 行
う こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
な お 、 鋼 管 柱 ５ Ａ と 桁 １ ２ Ａ の 切 り 欠 き １ １ の 間 に は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 間 隙 １ ６ が 形
成 さ れ て い る の で 、 打 設 さ れ た コ ン ク リ ー ト ７ は 、 接 合 部 ９ 内 で 隙 間 な く 充 填 さ れ る 。 ま
た 、 鋼 管 柱 ５ は 、 既 に 述 べ た よ う に 、 外 部 に リ ブ ５ ａ が 多 数 形 成 さ れ て い る の で 、 打 設 さ
れ た コ ン ク リ ー ト ７ と 良 好 な 状 態 で 一 体 化 さ れ る 。 更 に 、 接 合 部 ９ を 形 成 す る 桁 １ ２ 、 １
２ Ａ 及 び 補 強 梁 １ ３ Ａ 、 １ ３ Ｂ に 設 け ら れ た 付 着 部 材 に よ り 、 打 設 さ れ た コ ン ク リ ー ト ７
と 接 合 部 ９ の 桁 １ ２ 、 １ ２ Ａ 及 び 補 強 梁 １ ３ Ａ 、 １ ３ Ｂ も 、 強 固 に 一 体 化 さ れ 、 結 果 的 に
橋 脚 ２ と 主 橋 桁 １ ０ は 、 接 合 部 ９ を 介 し て 一 体 化 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
な お 、 接 合 部 ９ 内 に 挿 入 さ れ る 、 鋼 管 柱 ５ の 先 端 部 ５ ｃ の 接 合 部 ９ 内 へ の 突 き 出 し 長 さ Ｌ
１ 、 即 ち 、 埋 め 込 み 深 さ は 、 鋼 管 直 径 の ２ 倍 程 度 の 長 さ が あ れ ば 十 分 で あ る が 、 必 ず し も
、 全 て の 鋼 管 柱 ５ の 接 合 部 ９ 内 へ の 突 き 出 し 長 さ Ｌ １ が 、 同 じ 長 さ で あ る 必 要 は な い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
こ れ に よ り 、 主 橋 桁 １ ０ と 鋼 管 柱 ５ と の 間 は 、 溶 接 作 業 な ど を 行 う こ と な く 、 一 体 化 す る
こ と が 出 来 る 。 な お 、 桁 １ ２ Ａ の 鋼 管 挿 入 孔 １ ２ ｃ が 穿 設 さ れ る フ ラ ン ジ １ ２ ａ 部 分 は 、
断 面 欠 損 が 生 じ る が 、 当 該 部 分 の 幅 Ｗ １ が 、 図 ３ に 示 す よ う に 他 の 部 分 よ り も 大 き く 形 成
さ れ て い る の で 、 強 度 上 の 問 題 は な い 。 ま た 、 鋼 管 柱 ５ の 数 及 び 配 列 に よ っ て は 、 図 １ の
左 右 の 鋼 管 の よ う に 、 必 ず し も 、 桁 １ ２ Ａ の 直 下 に 配 置 さ れ る 必 要 は な い 。 ま た 、 そ の 場
合 に は 、 桁 １ ２ Ａ な ど へ の 鋼 管 挿 入 孔 １ ２ ｃ 及 び 切 り 欠 き １ １ を 形 成 す る 必 要 は な く 、 接
合 部 ９ 内 に 挿 入 さ れ た 各 鋼 管 柱 ５ を 、 当 該 部 分 に 打 設 さ れ る コ ン ク リ ー ト ７ に よ り 一 体 化
す る こ と と な る 。 い ず れ に せ よ 、 橋 脚 本 体 ３ 内 に 配 置 さ れ る 主 筋 の 量 を 、 鋼 管 柱 ５ に よ り
大 幅 に 少 な く す る こ と が 出 来 る の で 、 橋 脚 ２ 上 に 、 上 部 工 で あ る 主 橋 桁 １ ０ を 設 置 す る 際
の 、 そ れ ら 主 筋 を 通 過 さ せ る た め の 削 孔 作 業 や 溶 接 作 業 は 、 大 幅 に 減 少 さ せ る こ と が 出 来
る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
ま た 、 橋 脚 ２ と 主 橋 桁 １ ０ を 一 体 的 に 接 続 す る た め の コ ン ク リ ー ト ７ が 打 設 さ れ る 接 合 部
９ は 、 主 橋 桁 １ ０ の 構 造 部 材 で あ る 、 幅 方 向 両 側 の 桁 １ ２ 、 １ ２ 及 び 補 強 梁 １ ３ Ａ 、 １ ３
Ｂ を 型 枠 を 兼 ね て 構 築 さ れ る の で 、 接 合 部 ９ を 構 築 す る た め の 型 枠 を 別 に 設 け る 必 要 が な
く 、 型 枠 構 築 及 び 脱 型 の 手 間 が か か ら な い 。 更 に 内 部 に コ ン ク リ ー ト ７ が 打 設 さ れ て 接 合
部 ９ と 一 体 化 さ れ る 補 強 梁 １ ３ Ａ 、 １ ３ Ｂ の 接 合 部 ９ の 外 側 に は 、 補 強 リ ブ １ ３ ａ が 多 数
形 成 さ れ て お り 、 更 に 、 各 鋼 管 柱 ５ は リ ブ 付 き 鋼 管 で あ る こ と 、 ま た 、 接 合 部 ９ 内 の コ ン
ク リ ー ト 打 設 空 間 ９ ｃ に は 多 数 の 穴 あ き ジ ベ ル 及 び ス タ ッ ド な ど の コ ン ク リ ー ト 付 着 部 材
が コ ン ク リ ー ト 打 設 空 間 ９ ｃ に 突 出 す る 形 で 設 け ら れ て い る こ と 、 主 橋 桁 １ ０ の 中 央 部 の
桁 １ ２ Ａ （ 複 数 で も よ い ） が コ ン ク リ ー ト 打 設 空 間 ９ ｃ を 貫 通 す る 形 で 配 置 さ れ て い る の
で 、 コ ン ク リ ー ト 打 設 空 間 ９ ｃ に 打 設 さ れ た コ ン ク リ ー ト ７ の 凝 固 後 に は 、 接 合 部 ９ は き
わ め て 剛 性 の 高 い 構 造 物 と な り 、 接 合 部 ９ 内 部 に 補 強 筋 な ど の 接 合 部 ９ の 剛 性 を 高 め る 部
材 を 配 置 す る 必 要 が な く な り 、 主 橋 桁 １ ０ を 構 成 す る 部 材 の み の 簡 単 な 構 造 で あ り な が ら
、 接 合 部 ９ の 剛 性 を 向 上 さ せ 、 適 正 な 柱 梁 接 続 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
な お 、 橋 脚 ２ の 鋼 管 柱 ５ は 、 必 ず し も 、 全 て の 鋼 管 柱 ５ を 、 接 合 部 ９ 内 の コ ン ク リ ー ト 打
設 空 間 ９ ｃ 内 に 挿 入 し て 、 該 コ ン ク リ ー ト 打 設 空 間 ９ ｃ 内 に 打 設 さ れ た コ ン ク リ ー ト ７ と
の 一 体 化 を 図 る 必 要 は な く 、 例 え ば 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 橋 脚 ２ 幅 方 向 で あ る 、 矢 印 Ｅ 、
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Ｆ 方 向 中 央 部 の 、 主 橋 桁 １ ０ の 桁 １ ２ Ａ （ １ 本 と は 限 ら な い ） 下 方 に 配 置 さ れ た 鋼 管 柱 ５
Ａ の 先 端 部 ５ ｃ を 所 定 長 さ 短 く し 、 当 該 先 端 部 分 ５ ｃ と 主 橋 桁 １ ０ の 幅 方 向 （ 矢 印 Ｅ 、 Ｆ
方 向 ） 中 央 部 の 桁 １ ２ Ａ の フ ラ ン ジ １ ２ ａ 、 即 ち 、 主 橋 桁 １ ０ の 下 部 （ 下 面 ） と を 溶 接 で
接 続 す る よ う に し て も よ い 。 こ う し た 構 造 に よ り 、 中 央 部 の 桁 １ ２ Ａ に 切 り 欠 き な ど の 断
面 欠 損 が 生 じ る こ と が 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
更 に 、 図 ６ 乃 至 図 ９ に 示 す よ う に 、 主 橋 桁 １ ０ の 接 合 部 ９ の 、 幅 方 向 中 央 部 の 鋼 管 柱 ５ Ａ
が 嵌 入 す る 桁 １ ２ Ａ 部 分 に 、 鋼 管 柱 ５ の 先 端 部 ５ ｃ を 受 け 入 れ 可 能 な 、 図 ９ 中 下 方 が 挿 入
口 １ ０ ｄ と し て 解 放 形 成 さ れ た 筒 状 の 鋼 管 挿 入 支 持 部 １ ０ ａ 、 １ ０ ａ を 形 成 し て お き 、 主
橋 桁 １ ０ を 、 橋 脚 ２ 上 に 載 置 す る 時 に 、 当 該 鋼 管 挿 入 支 持 部 １ ０ ａ 、 １ ０ ａ に 、 鋼 管 柱 ５
の 先 端 部 ５ ｃ を 挿 入 口 １ ０ ｄ を 介 し て 挿 入 係 合 さ せ 、 そ の 状 態 で 、 主 橋 桁 １ ０ を 、 橋 脚 ２
上 に 仮 置 き し 、 そ の 後 の 作 業 の 足 場 と し て 活 用 す る こ と も 出 来 る 。 こ れ に よ り 、 主 橋 桁 １
０ の 橋 脚 ２ へ の 載 置 作 業 及 び そ の 後 の 接 合 部 ９ の 構 築 作 業 を 、 短 時 間 で 行 う こ と が 出 来 、
施 工 期 間 の 短 縮 に 寄 与 す る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
な お 、 鋼 管 挿 入 支 持 部 １ ０ ａ に は 、 図 ７ 及 び 図 ９ に 示 す よ う に 、 多 数 の コ ン ク リ ー ト 流 通
孔 １ ０ ｃ が 貫 通 穿 設 さ れ て お り 、 コ ン ク リ ー ト 打 設 空 間 ９ ｃ に 打 設 さ れ た コ ン ク リ ー ト ７
が 、 確 実 に 鋼 管 挿 入 支 持 部 １ ０ ａ 内 の 鋼 管 柱 ５ 側 に 流 通 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 柱 梁 接 合 構 造 体 で あ る 橋 脚 と 橋 桁 か ら な る 橋 梁 の 一 例 を 示 す 正 面 図 で あ
る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 図 １ の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 、 図 ２ の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ４ は 、 橋 桁 の 接 合 部 部 分 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ５ は 、 柱 梁 接 合 構 造 体 で あ る 橋 脚 と 橋 桁 か ら な る 橋 梁 の 別 の 例 を 示 す 正 面 図 で
あ る 。
【 図 ６ 】 図 ６ は 、 柱 梁 接 合 構 造 体 で あ る 橋 脚 と 橋 桁 か ら な る 橋 梁 の 更 に 別 の 例 を 示 す 平 面
図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ７ は 、 図 ６ の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ８ は 図 ７ の Ａ － Ａ 断 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 ９ は 、 図 ７ の Ｂ － Ｂ 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ … … 梁 接 合 構 造 体
２ … … 柱 （ 橋 脚 ）
３ … … 本 体
５ … … 鋼 管 柱
５ ｃ … … 上 端 部 （ 先 端 部 ）
７ … … コ ン ク リ ー ト
９ … … 接 合 部
９ ｃ … … コ ン ク リ ー ト 打 設 空 間
１ ０ … … 梁 （ 主 橋 桁 ）
１ ０ ａ … … 鋼 管 挿 入 支 持 部
１ １ … … 切 り 欠 き
１ ２ … … 梁 を 構 成 す る 部 材 、 桁 部 材 （ 桁 ）
１ ２ ａ … … 下 面 （ フ ラ ン ジ ）
１ ３ … … 梁 を 構 成 す る 部 材 、 補 強 梁 部 材 （ 補 強 梁 ）
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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